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令和５年度公共事業再評価調書 担当課名　河川海岸整備課
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－ 工事着手年度 1

(1)事業目的

(2)事業内容

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果

(3)事業の進捗状況

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

年度

資料2(様式１)

番号 5

事　業　名 地震・高潮対策事業 事業主体 静　岡　県

二級河川馬込川の津波対策により、川を遡上する津波による浸水被害を減らし、地域の安全性を向上させ
る。

再評価理由※ 事業着手(H31)後　5年が経過

箇　所　名 二級
にきゅう

河川
か せ ん

馬込
ま ご め

川
がわ

関係市町 浜松市

事業採択年度 令和 年度 計画期間 令和　1年度　～　令和　9年度

用地着手年度 平成 年度 令和

対応方針
(案)

・H23の東日本大震災を受け、H25から浜松市沿岸域で津波対策としての防潮堤整備が始まり、馬込川を遡上
する津波対策についても対策手法の検討が進められ、H31に水門整備により実施することが決定した。
・防潮堤の整備はR2.3月に完了し、浜松市沿岸域17.5㎞のうち馬込川河口部の400ｍを残すのみとなってお
り、地域の安全確保のために早急な整備完了が求められている。
・背後地には浜松市南区役所、江之島高校、江南中学、特別支援学校等が存在し、想定される津波が発生し
た場合の被害は甚大である。
・馬込川左岸において浜松市によるビーチコートの整備が進められるなど、水門整備とともに隣接する中田
島砂丘などの観光資源を含めた沿岸部の利活用促進に向けて地域の期待が高まっている。

事　業　の

計

8,400 1,147 860 840 2,847
全体事業費

百万円 投資状況
（百万円）

～R3年度 R4年度 R5年度見込

事　　業

・事業効果が高く、事業に対する地域の要望も大きいことから、事業継続が妥当である。

概　　要
二級河川馬込川の河口に津波遡上を防ぐ水門（高さTP+8.0ｍ・幅90ｍ）を整備するとともに、すでに整備済
の防潮堤から水門までの間をつなぐ河川堤防（左岸230ｍ右岸80ｍ）を整備する。

【視点１】

・費用対効果（B/C）：6.89、経済的内部収益率：415.18％
・総便益：611億円（被害軽減便益：611億円）
・総費用：88.7億円（建設費：81.4億円、維持管理費：7.3億円）必要性等

・事業費：33.9％（2,847百万円／8,400百万円）

令和元年度：事業着手（測量・設計・調査）
令和２年度：仮締切工
令和３年度：水門本体工着手

　令和７年度までに水門本体工、扉体工が完成予定。その後、電気設備等の整備を行い、令和９年度末の完
成を目指す。

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

【視点２】
・水門本体部の築造を進め、令和6年度には津波遡上を防止する扉体の設置に着手するよう、関係する工事
の工程を調整して作業を進めている。
・主要資材のコンクリートや鉄鋼は、今後も価格上昇していくと想定されるが、すでに主たる工事は発注済
で請負者により資材確保できており、施工に停滞はないと考えている。
・地域からの大きな期待に応えるためにも、早期に事業を完了させるよう、工期短縮に努めていく。

今　後　の
事業の進捗
の見込み

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

【視点３】 ・築堤に用いる土砂の確保について、公共事業での発生土砂を積極的に活用することでコ
スト縮減に努めていく。

新たなコスト
縮減・代替案

立案等
の可能性
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総括表

 総費用Ｃ 8,872百万円

Ｂ／Ｃ 6.89

総便益

総費用

[建設費]＋[評価期間内に必要な維持管理費]

費用便益比算出説明書

　二級河川馬込川
　　　　　　　　　　　　　（「治水経済調査マニュアル（案）」国土交通省 水管理・国土保全局 令和２年４月）

 総便益Ｂ [治水事業を実施しない場合の被害額]－[治水事業を実施した場合の被害額] 61,117百万円

　総費用
　　Ｃ＝　∑各年事業建設費／（1＋0.04）n＋Σ年間維持管理費／（1＋0.04）n
　　　＝　8,137.4百万円　＋　734.5百万円
　　　＝　8,871.9百万円

○治水事業の有無による被害額の差分
　　年平均被害軽減期待額を社会的割引率4％、評価対象期間58年（整備期間8年＋50年）とし、
　　現在価値化する。

○施設等の残存価値
　　評価期間末における施設等の残存価値を社会的割引率4％で現在価値化する。

　総便益
　　Ｂ　＝　津波発生時点における被害額に対して、施設整備後の被害額を引いた「被害軽減額」
　　　　＝　115,167百万円　-　540,50百万円
　　　　＝　61,117百万円

※ 被害額は津波による家屋、事業所、農作物、公共土木施設などの被害額と営業停止損失、家庭・事業所に
おける応急対策費用である。
※ 津波対策水門における便益の算出については、治水経済調査マニュアル記載の計上方法では算出できな
いため、津波発生時点における被害額に対して、施設整備後の被害額を引いた「被害軽減額」を総便益として
算出する。

○事業建設費
　　各年の事業建設費を社会的割引率4％で現在価値化する。

○評価期間内に必要な維持管理費
　　近傍の同規模の水門に合わせて40百万/年間で設定
　　評価対象期間：50年



河川砂防局 河川海岸整備課

番号 事 業 名 箇 所 名 代表事例

5 地震・高潮対策事業
二級河川馬込川

◎

6 地震・高潮対策事業
二級河川初川、二級河川糸川、二級河川熱海和田川

7 高潮対策事業
沼津牛臥海岸

8 高潮対策事業
相良須々木海岸

9 高潮対策事業
静岡海岸

10 河川改修事業
一級河川江尾江川

11 河川改修事業
一級河川大井川

えのおえがわ

おおいがわ

はつかわ いとかわ あたみわだがわ

まごめがわ

ぬまづうしぶせかいがん

しずおかかいがん

さがらすすきかいがん
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令和５年度 公共事業再評価

狩

野

川

川

富士

安

倍

川

大

竜

井

川

菊

川

天

川 瀬
戸

川

１１（再）一級河川大井川 ６（再）二級河川初川
糸川

熱海和田川

５（再）二級河川馬込川 ７（再）沼津牛臥海岸８（再）相良須々木海岸

１０（再）一級河川江尾江川９（再）静岡海岸

2

事業再評価 箇所一覧



河川整備計画の主要な整備箇所

河川名 延長 整備内容

馬込川
12.2km（0k00～12k20）
2.0km（19k00～21k00）

河床掘削

護岸整備

芳川 6.4km（0k30～6k40）
河床掘削

護岸整備

馬込川 河口 水門設置

馬込川水門
建設予定位置

凡例

■：基準地点

○：主要地点

単位:m3/s

流量配分図（1/50）

3

流域位置図

馬込川河川整備計画 改修事業 位置図

馬込川

芳川

防潮堤（完成済）

防潮堤（完成済）

津波対策水門
L=９０ｍ

江南中学校

江之島アーチェリー場

江之島高校

特別支援学校

浜松市南区役所

石人の星公園

遠州灘海浜公園ビーチコート

←中田島砂丘

馬込川水門整備イメージ（上流から）
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堤防
L=230ｍ

堤防
L=80ｍ

住宅地

工場

南の星小学校

風車公園

堤防
L=150ｍ

中田島砂丘

未対策区間400m

馬込川河口津波対策 水門・堤防建設位置図



水 門 構 造 概 要
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左岸側右岸側 水門幅 90.0ｍ（30m×3径間）

鋼管杭 φ1200 L=28.5～31.5m N=190本 φ800 L=31.5m N=45本

馬込川水門 現在の整備状況（R5.6月撮影）

5

津波発生時（閉門）

標高8.0ｍ

水門幅90ｍ
津波防御高8.0ｍ

デザイン協力：静岡文化芸術大学

通常時（開門）

③ ③
②

①

① 水門本体
② 扉体
③ 左右岸堤防

水門の幅は30ｍが３門の計90ｍ。
水門を閉めた時の防御高さは標高8.0ｍ。

完成イメージ（遠州灘大橋からの眺め）

浜松市沿岸域及び馬込川河口周辺の津波被害想定（Ｌ２津波）と事業効果

区分 防潮堤のみ 水門整備後

宅地の浸水面積 64％低減 89％低減

うち浸水深２ｍ以上 93％低減 98％低減

浸水深２ｍ以上の宅地面積では、98％の低減効果

浸水深２ｍを超えると木造家屋の全壊割合が大幅に増加する
。

6

現 況
150

5ｍ以上 10ｍ未満 340
2ｍ以上 5ｍ未満 850
1ｍ以上 2ｍ未満 1,050
0.3ｍ以上 1ｍ未満
0.01ｍ以上 0.3ｍ未満

4,190

浸水深

合 計

1,800

10ｍ以上
浜松市沿岸域の浸水域

4,190ha

防潮堤のみ

防潮堤

馬込川河口周辺
の浸水域

585ha

馬込川水門によりレベル２津波の浸水域は約７０％減少

堤防
水門
防潮堤

水門整備後
馬込川河口周辺

の浸水域

320ha

馬込川河口周辺
の浸水域

1,068ha



馬込川河口 津波対策事業 概要

前回からの変更点・理由
前回（H31） 今回（R5） 主な変更理由

①計画期間 R1～R9
R1～R9

（変更なし）
―

②全体事業費 7,000百万円
8,400百万円

（+1,400百万円）
物価及び労務費の上昇

＜事業目的＞

南海トラフ巨大地震発生で想定されるレベル２津波から、背後地の浸水被
害を減災し、住民の生命・財産を守ることを目的とする。

事業期間 令和元年度～令和9年度

津波対策内容 水門１基（幅30ｍ×3門）、河川堤防300ｍ、防潮堤160ｍ

全体事業費 84億円

投資状況 28.47億円（33.9％）

7

費 用 便 益 分 析 結 果

便益（Ｂ）＝津波発生時の被害軽減額=61,117百万円
費用（Ｃ）建設費8,137.4百万円＋維持管理費734.5百万円＝8,871.9百万円

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

費用対効果（Ｂ／Ｃ）＝6.89

堤防
水門

防潮堤のみ

防潮堤

防潮堤

水門整備後

8



9

来場者からの意見

「水門があれば避難時間も多く取れ多くの命も救われます。早く完成してほしい。」
「水門ができれば津波の被害はある程度防ぐことができると思います。私たちのために頑張ってくれていることに感謝します。」
「水門建設は浜松沿岸域の津波対策の最後の要であることから、一刻も早く完成させてほしい。」

馬込川水門 インフォメーションセンター 浜松市沿岸部の津波対策事業の情報発信基地

・費用対効果も認められ、地元住民の津波対策水門工事
に対する期待は大きく、早期完成が望まれている。

・馬込川河口の津波対策が完了することで、浜松市沿岸域
全域での津波減災効果が発揮される。

・令和９年度の完成に向けて、計画的に工事が進捗してお
り、工事に対する地域の理解もあり、今後の確実な進捗も
見込める。

10

津波被害を解消するために事業継続とする。

対 応 方 針


